改修内容一覧
	工事種別
	該当する具体的工事名
	該当

なら○
	該当する具体的工事名
	該当

なら○
	該当する具体的工事名
	該当

なら○

	A.外壁工事
	a.タイルの補修
	
	b.外壁塗装更新
	
	c.シール更新
	

	
	d.省エネサッシへの交換
	
	e.（　　　　　　　　　　　　）
	
	f.（　　　　　　　　　　　　）
	

	B.防水工事
	a.防水トップコートの更新
	
	b.屋根面の塗装更新
	
	c.バルコニー防水／シート防水
	

	
	d.（　　　　　　　　　　　　）
	
	e.（　　　　　　　　　　　　）
	
	f.（　　　　　　　　　　　　）
	

	C.内装工事
	a.居室等の壁・床・設備等の更新
	
	b.プライバシー保護改修
	
	c.看取り対応改修
	

	
	d.共生型改修
	
	e.（　　　　　　　　　　　　）
	
	f.（　　　　　　　　　　　　）
	

	D.電気工事
	a.照明設備のＬＥＤ化
	
	b.施設内通信設備の導入
	
	c.防災設備の改修・新設
	

	
	d.電気容量の増強
	
	e.受電設備のトランス更新
	
	f.（　　　　　　　　　　　　）
	

	E.空調工事
	a.空調熱源の更新（個別空調化）
	
	b.中央監視設備の更新
	
	c.空調配管・空調設備等の更新
	


	
	d.（　　　　　　　　　　　　）
	
	e.（　　　　　　　　　　　　）
	
	f.（　　　　　　　　　　　　）
	

	F.給排水工事
	a.給湯機の更新（電力化等）
	
	b.トイレの洋式化等
	
	c.給水・給油ポンプの更新
	

	
	d.衛生設備の更新
	
	e.排水管のライニング更新
	
	f.スプリンクラー設備の導入
	

	
	g.（　　　　　　　　　　　　）
	
	h.（　　　　　　　　　　　　）
	
	i.（　　　　　　　　　　　　）
	

	G.昇降機工事
	a.エレベーターの更新
	
	b.ダムウェーターの更新
	
	c.エレベーターの新設
	

	H.その他工事
	a.用途変更のための室の改修
	
	b.スロープ設置
	
	c.厨房設備の更新
	

	
	d.耐震改修
	
	e.セキュリティー対策工事
	
	f.（　　　　　　　　　　　　）
	

	I.増床型改修
	a.（　　　　　　　　　　　　）
	
	b.（　　　　　　　　　　　　）
	
	c.（　　　　　　　　　　　　）
	

	J.ユニット化改修
	a.（　　　　　　　　　　　　）
	
	b.（　　　　　　　　　　　　）
	
	c.（　　　　　　　　　　　　）
	


※I、Jに関しては、A～Hの具体的工事名にならって記載すること。
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	C

C
E

	C-a.

２階・３階トイレ、洗面所の改修

C-a.

２階・３階の寮母室の改修

E-c.

空調設備の取り替え
	(１)現在の施設は２階・３階のトイレ・洗面所が車椅子対応となっていないため。

(２)寮母室のカウンターが高く、利用者の状況が把握できないため。

(３)使用開始から２０年が経過しているため空調設備が老朽化し、当初メーカーが設定した基本性能が維持できていない状況であるが、修理部品も生産終了しているため、新しいものに更新する。
	(１)トイレに多少のスペースがあるため、このスペースを活用しトイレの個室を車椅子のまま入れる幅に拡張する。また、洗面所の下の部分を覆っている板を取り外し、車椅子のまま使用できるように改修する。

(２)現在のカウンターを撤去し、新たに利用者の状況が把握できる低い位置にカウンターを設置する。

(３)特定フロンを使用しない新しい空調設備に交換する。


	(１)工事中、１週間程度利用者がトイレを利用できない。

(２)廊下などで工事が行われることにより、利用者の安全な移動に支障が出るおそれがある。
(３)工事を行う部屋を利用者が使えなくなるため、利用者の活動の制約を最小限にするために介護計画との調整が必要である。工事期間は各部屋３日間。
	(１)工事を行う日程・時間について全介護職員が事前に把握し、時間に余裕を持って他トイレへ誘導等を行う。


(２)工事時間は利用者の移動が多い時間帯を避ける。施設職員等が現場に立会い、利用者の移動の安全を確保する。
(３)工事を行う場所・日程・時間に係る綿密な計画を介護計画へ反映させ、利用者の負担を減らす。静養室やレクリエーションの活用などを合わせて工事を行う。なお、夜間の工事は行わず、仮復旧の上で居室に戻ることができるようにする。


改修内容一覧別紙





該当するものすべてに○





該当する工事がない場合は追加





・「改修内容一覧」における工事種別及び該当する具体的工事名により記号を付す


・改修箇所は工事内容により具体的に記載





記入例





改修内容一覧別紙





「改修内容一覧」における工事種別を記入





利用者処遇に影響が出る期間を具体的に記載





具体的処遇方法を記載








